
　　　　　　　　令和６年度　自  己  評  価  表【案】　　
鳥取県立鳥取湖陵高等学校

中長期目標

「ＩＣＴ活用教育を充実させながら、学科を超えた総合選択制による学びをとおして、農業、情報、家庭、工業の幅広い知識や専門的な先端技術を習得
し、地域産業に貢献する人材の育成を目指します。」
　①実験実習、資格取得などの実践的な教育を基礎に、習得した知識・技能を社会で活用する基礎的な力も養い、勤労観・職業観を育てｷｬﾘｱの充実を図
る
　②生徒の主体的で深い学びを促し、他者と協働しながら課題解決を図ろうとする能力を養う
　③人権尊重の心を育て、自他ともに尊重する共生の精神を形成する
　④生徒一人一人の心情を理解し共感と相互信頼に基づいた指導を通して、規範意識を高め、市民としての素養を身につける取組を進める

今年度の
重点目標

｢教育活動全体をとおして生徒理解を徹底し、一人一人に応じたきめ細かな教育を行う｣
地域産業を担う専門人材の育成
【自立を促すｷｬﾘｱ形成能力を育てる教育の推進】社会で必要となる素養と規範意識を高める
【協働の学びで自他を高める教育の推進】ﾆｰｽﾞに応じた地域連携と地域貢献を積極的に行う
【学びを創造する力を高める教育の推進】デジタルを活用しながら、探究的な学習を充実させる

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（　10　）月

評価
項目

評価の具体項目 現　状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策
経過・達成状況

学校評価ｱﾝｹｰﾄ等評価基準　Ａ80%以上Ｂ70%以上 Ｃ
60%以上 Ｄ50%以上 Ｅ50%未満

評価 改善方策
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基礎学力、専門領域の基礎基
本の充実

○基礎力診断ﾃｽﾄが4月より㋇に向上した割合 1年
51%(R4 43.6%) 2年74.6%(R4 72%) 3年69.7%(R4
69.4%)　結果は下降傾向(全国平均下回る)
○家庭学習ほぼ毎日
　生徒 H31 25.9%→31.3%→30.2%→38.6%→R5
36.9%

○主体的に学習に取り組み、知識・技能を
向上させている
○基礎力診断テストの結果が向上している
○家庭学習がほぼ毎日できている生徒が増
加

○基礎力診断ﾃｽﾄ結果を共有し学力向上対策を検
討

規範意識の育成

○掃除が行届き､すがすがしい環境
　生徒 H31 62.8%→68%→60%→64.6%→R5 58%
　教員 H31 52.7%→50.9%→58.4%→62%→R5 66.7%
○服装や身だしなみが整う
　生徒 H31 92%→90.6%→84.4%→81.8%→R5 89%
　保護者H31 67%→67.3%→61.6%→58.4%→R5 53.1%
○欠席・遅刻者数が多い

○規律ある学校生活を通して｢見られる自
分｣を意識し、規範意識・社会の一員とし
ての自覚を高めている
○掃除が行き届き、教室実習室等が美しく
保たれている
○服装や身だしなみが整っていると回答す
る生徒保護者の増加
○欠席・遅刻者数が減少している

○掃除用具の補充､ﾘｰｽﾓｯﾌﾟ増量､ﾜｯｸｽがけ等掃除
しやすい環境を継続
○TEASⅡ更新審査(R6.㋉)合格を目指す
○授業規律､服装頭髪､遅刻等について校内連携､
保護者協力を得ながら継続指導

資格検定への積極的な挑戦

○資格検定は概ね予定通り実施　合格率62.4％(R5)
　一人あたり平均取得資格数1.6件(R5)
○高度な資格検定にも挑戦し取得者増　(ｽｰﾊﾟｰ農林
水産業士､日本農業技術検定2級､電気工事士等)

○高度な資格検定に挑戦する生徒の増加
　生徒一人当たりの取得資格数 1.7件以上

○合格に向け検定問題の研究･工夫(ICT活用･補
習･社会人講師等)､不合格者対応等
○国家資格等高度な資格検定への積極的な受検を
推進

○4月実施の基礎力診断テストの結果は全体的に例
年並みの成績である。昨年より向上した割合は2年
21%､3年27.5%で､昨年度を下回る。
○3年生には『進路ガイドブック』を作成し、各生
徒がそれぞれの進路実現を目指し活用している。
○家庭学習をほぼ毎日している生徒は42.2%であ
り、増加している。

○落ち着いて学び直しに取り組める環
境整備が必要ではないか。
○進路ガイダンスを1･2年対象で後期に
実施し、進路意識の高揚を図る。

勤労観・職業観とキャリア形
成能力の育成

○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ･企業等見学は予定通り実施
○自分の適性や進路希望を生かす進路指導
　生徒 H31 79.3%→82.5%→85.5%→84.4%→R5
82.3%
○就職内定率100%(㋂)うち県内割合82.7%
　進学合格率98.9%(㋂)うち県内割合50.5%

○進路学習をとおして勤労観・職業観を高
め、自らのｷｬﾘｱを設計する基礎を身につけ
ている。
○自分の適性や進路希望を生かす進路指導
が行われている
○就職内定率 100%、進学合格率 100%

○ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの体験先は生徒の進路選択の参考に
なるよう選定
○就職試験への体制構築を含めた進路ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
練り直し
○各科を中心に個別の進学対応(小論文指導等)を
実施

○本校の進路指導に対して9割程度の生徒が肯定的
に受け止めている（自分の適性や進路希望を生かす
進路指導90%、進路に関する必要な情報や資料を提
供93,2％）
○進路決定は2学期以降

○3年生全員の進路が決定できるよう学
年と連携して生徒を支援する。

○「資格取得に熱心」と答えた生徒は87.3％、「資
格取得に計画的・組織的に取り組んでいる」職員は
92.5%である
○資格取得状況の詳細は後期で報告､現時点では下
記の通り(合格率（合格者/受験者)
F,G,I-1,2,3年ビジネス文書検定
３級93%(42/45) ２級68%(19/28) １級29%(2/7)
M2年I2,3年年情報技術検定
３級100%(1/1)　２級50%（8/16）
M3年機械製図検定32%（9/28）
M1,2年計算技術検定90%（18/20）

Ｂ
○授業での指導及び放課後補習の実施
により全員合格を目指す。

○掃除用具の適宜補充とワックスがけ・足拭きマッ
トの高圧洗浄等を行い、掃除がしやすくなったこと
もあり、きれいに掃除がされている。清掃が行き届
いてすがすがしい学習環境と答える生徒72.9%（R5
58%）､教員62.2%(R5 66.7%)。
○年度当初に環境教育・ゴミのゴミ持ち帰り等の指
導をした。プラスチックゴミは減少傾向。

○清掃用具が足りているか確認を行
う。
○TEASⅡ合格に向け各科環境に良い教
育を行いながらゴミの削減等の努力を
継続する

○服装や身だしなみが整っていると答える生徒
　95％（R5 87％)

○日常の頭髪服装、挨拶等の指導につ
いて引き続き全職員で粘り強く取り組
む。保護者への連絡を密にし、共有す
ることで協力関係を築く。
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地域連携と地域貢献
○湖陵ﾌｪｽﾀは通常規模で開催し盛況(来場約812名)
○地域と連携､学校外教育力活用
　教員 H31 90.9%→80.3%→92.3%→94%→R5 87%

○学びの成果を地域で活かす経験を重ねる
ことで生徒の学ぶ意欲を育て、地域に対し
て本校の教育活動の理解を深めている。
○近隣の学校や施設等との交流活動をとお
して、地域の教育力を取り込み学びを深め
るとともに、地域貢献の意識を高める

○湖陵ﾌｪｽﾀは来場者が参加しやすく､より楽しめ
る体験など内容･形態を再検討
○本校の教育資源を活用し地域との交流事業を継
続・推進し、地域連携による学習成果を校外へ発
信､連携が期待できる企業･施設･上級学校等を開
拓

積極的な情報発信

○学校紹介DVD更新､学校HPにｽｸｰﾙﾋﾞｭｰ開設
○授業参観日4回実施(Googleﾌｫｰﾑ活用)
　保護者57名参加､月1回の開催が定着化
○保護者と連携　保護者 84%(R4)→85.9％(R5)

○保護者や地域に対して適切な情報発信が
できている

○｢鳥取湖陵ﾁｬﾝﾈﾙ｣(YouTube)や学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ｲﾝ
ｽﾀｸﾞﾗﾑ等の活用による積極的な情報発信を継続、
生徒の保健活動をPTA広報誌や学校HP等で紹介
○学校全体でﾀｲﾑﾘｰな情報発信
○授業参観日の継続実施

人権教育の推進
○人権や命を大切にする教育実践
　生徒H31 79%→79.9%→92.3%→81.7%→R5 89.3%

○障がいのある方や異世代間交流、人権教
育LHR等教育活動を通して、人権を尊重し
自他を愛し共に生きる心を育む

○人権教育LHR等教育活動で、生徒が主体的に取
り組めるよう工夫する
○公開人権教育LHRや研修会への保護者参加増に
向けPTAとの連携を推進

○鳥取湖陵ﾁｬﾝﾈﾙ視聴状況は4月～7月：763回 15時
間
○HPレイアウト変更時にアクセスカウンターを削除
したため詳細には把握できていないが参考839回。
HPアクセス状況は後期で報告
○中学生オープンスクール保護者参加44名
○保護者アンケートなし
○「教育活動をHP等で積極的に情報発信」教職員
79.3％が肯定的回答

学校行事、学年行事、各科の行事をHP
担当者が積極的に発信していく。
YouTube、インスタ掲載がHPでもわかる
ように仕様を変更。
HPについては、他校と比較しても掲載
頻度は高いと思われる。YouTubeやイン
スタでの情報発信についてはハードル
が高いものとなっている。

Ｃ

○独自事業は計画に基づいて実施され成果を上げて
いる
○「交流活動で学びが深まる」生徒68%があてはま
る（R4有意義で役立つ授業がある90%）
○「地域社会と連携して学校外の教育力を活用」教
職員83%があてはまる

○湖陵フェスタ＋青陵祭を検討中
○生徒の68%は湖陵フェスタ、上級学校
見学、インターンシップなどの行事終
了後はさらに増加すると思われる。

○本校の生徒は人権を尊重する意識が育っている
（生徒84％、教職員92％R4は75%）本校は、学年ご
とに講演会があり、生徒のアンケートも良かったと
いう意見が多い

講演会等でも質問コーナーなどを設け
るなど、興味を引く展開を試みている
が、更により良いことができるのか検
討していきたい。



　　　　　　　　令和６年度　自  己  評  価  表【案】　　
鳥取県立鳥取湖陵高等学校

中長期目標

「ＩＣＴ活用教育を充実させながら、学科を超えた総合選択制による学びをとおして、農業、情報、家庭、工業の幅広い知識や専門的な先端技術を習得
し、地域産業に貢献する人材の育成を目指します。」
　①実験実習、資格取得などの実践的な教育を基礎に、習得した知識・技能を社会で活用する基礎的な力も養い、勤労観・職業観を育てｷｬﾘｱの充実を図
る
　②生徒の主体的で深い学びを促し、他者と協働しながら課題解決を図ろうとする能力を養う
　③人権尊重の心を育て、自他ともに尊重する共生の精神を形成する
　④生徒一人一人の心情を理解し共感と相互信頼に基づいた指導を通して、規範意識を高め、市民としての素養を身につける取組を進める

今年度の
重点目標

｢教育活動全体をとおして生徒理解を徹底し、一人一人に応じたきめ細かな教育を行う｣
地域産業を担う専門人材の育成
【自立を促すｷｬﾘｱ形成能力を育てる教育の推進】社会で必要となる素養と規範意識を高める
【協働の学びで自他を高める教育の推進】ﾆｰｽﾞに応じた地域連携と地域貢献を積極的に行う
【学びを創造する力を高める教育の推進】デジタルを活用しながら、探究的な学習を充実させる

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（　10　）月

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

○年度当初の計画に基づき、各科で外部の専門家を
招いた講座・実習や外部施設に出向いた実習を実施
している。
○学び合いやタブレット端末を活用した授業を通し
て、８割以上の生徒が「理解が深まる」(86.9%)、
「主体的に学べる」(89.7%)と感じている。日々授
業改善に取り組む職員は94.4%。（1学期末アンケー
ト結果）
○校内公開授業（1学期）の実施回数7回。（4名・3
教科）
○図書館を活用した探究的な学習が増加している。

Ｃ

○ICT活用に関する研修会の実施。
○生徒の主体的な学びの充実に向け
て、学習eﾎﾟｰﾀﾙ｢まなびﾎﾟｹｯﾄ｣の機能を
試行する。
○校内公開授業実施と参観の推進（声
かけ）。
○図書館とＩＣＴを活用した探究的な
学習の充実を図る。
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時間外業務時間の削減

○時間外業務時間数(教職員月平均)
　 H31 14.1→11.5→11.1→13.6→R5 11.4時間
　時間外業務時間年間計360時間を超える職員数5人
○GoogleWorkspaceの活用(教職員間の連絡･情報共
有､生徒への課題配信･ｱﾝｹｰﾄ等)
○校内文書共有ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの導入(業務の迅速化及び
公文書管理の適正化)

○時間外業務時間年間計360時間を超える
職員を3人以下にする
○適切な業務改善を継続

○無理のない行事計画(成績締切･会議等)を継続
的に検討
○年休等が取得しやすい環境づくりの推進
○部活動の精選を中・長期的に検討
○学事ｼｽﾃﾑの操作手順をマニュアル化､｢百問繚
乱｣の活用等による業務の効率化
○教職員連絡の端末配信の効率化を推進
○紙媒体をデジタル化できるものの検討･実行
○朝の保護者からの欠席等連絡の方法を検討
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デジタルの活用と探究的学習
の充実

○校内公開授業実践35回
○授業がわかりやすいように先生が工夫
  生徒H31 73.2%→80.7%→79.2%→81.3%→R5 82.8%
○授業改善に向け日々取り組む
　教員 H31 81.8%→82.2%→84.6%→90%→R5 90.7%
○端末で授業に関心､主体的取組
  生徒H31 69.7%→69.2%→68.4%→69.7%→R5 77.9%
○ICT活用に関する研修会で職員のｽｷﾙｱｯﾌﾟ

○実践的な専門教育を通じ、産業界で必要
とされるより高度な知識、技能に挑戦して
いる
○協同学習の理念を基盤にしたｱｸﾃｨﾌﾞな学
びを実践し、主体的で深い学びに導く
○ICT活用教育を推進し、複雑で高度化す
る情報社会で生きる力をつけている
○BYAD「一人一台端末」を有効に活用し、
効率的な学習環境を実現する

○校内公開授業実践・授業参観を継続実施
○ICT活用に関する研修会の実施､新ｼｽﾃﾑ(学習e
ﾎﾟｰﾀﾙ｢まなびﾎﾟｹｯﾄ｣)導入に向けて検討する。
○GoogleWorkspaceによる課題配信等で家庭学習
時間の確保につなげる
○生徒の興味関心･意欲を引き出せる効果的なICT
活用教材を全教科で研究

Ｂ
○部活動による時間外業務時間が月30
時間を超えないよう、翌月の計画段階
で調整する。

〔100%〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%程度〕

○時間外業務時間数（月平均）は、5～7月で昨年度
実績より減少している。
○「百問繚乱」活用研修を行い、利用者が増えてい
る。
○保護者からの欠席連絡用googleフォームを作成し
て運用を開始した。


